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Cenozoic volcanism  in the South Fossa Magna  and  arc  junction problem
              between the Izu-Bonin and  Honshu arcs

Mitsuo SHm,IAzu

Abstract The  history of Cenozoic volcanism  in the South Fossa Magna  is divided into four phases]
the first (24-5 Ma), the second  (5-2 Ma), the third (2-O.5 Ma) and  the fourth (O.5 Ma  to the

present),
    The fir$t phase: The  first volcanism  is most  distinctive, and  the products  attain  several

thousand  meters  in total thickness.  It is inferred from an  occurrence  of  Lopidc.vclina and  MiogyPsina
that the first volcanism  in the. Tanzawa, Misaka, Koma  and  Fujigawa areas  occurred  under

shallow  sea. Volcanic rocks  of the lower part of the Tanzawa, Aikawa, Ni$hi-yatsushiro and

Kushigata-yama Groups are  composed  of tholeiitio basalt-basaltie andesite  with  tholeiitic dacite,
that is, they  are  products  of  bimodal volcanism.  In ehe upper  part,calc-alkali andesitic  rocks  are

locally occurred  in the northern  part of  the Misaka and  Koma  areas.  Ba$ed on  whole-rock  and

minor  chemical  composition,  the above-mentioned  volcanic  rocks  are  considered  to have been
derived from the island arc  type-tholeiitic magma.

    On the other  hand, alkali rocks  erupted  in the Takakusa-yama  and  Fujigawa  areas,  western

part of the South Fossa Magna, Especially the volcanism  of the Takakusa-yama  area  may  be
inferred to have erupted  uTider  deep sea  and  to have formed a sea  mount  or oceanic  isiand from
an  occurrence  of  benthic foraminiferal assemblage  and  petrographic characters  of voicanic  rocks

ranging  from trachybasalt to trachyandesit¢  and  trachyite. Alkali rocks  of the Fujigawa area
are  alkali olivine  basalt in different from those of the Takakusa-yarna area.

    Volcanism of the Izu Peninsula occurred  under  shallow  sea. Volcanic rocks  of the Yugashima
Group are  mainly  composed  of calc-alkali  andesite  altered  to propylite.

    The  second  phasei The  second  volcanism  occurred,  in smaller  scaie  than  the first voleanisrp,
and  in the Fujigawa, Ashigara and  Izu Peninsula areas.  Volcanic rocks  of the Fujigawa Group
and  the lower part of the Ashigara Group are composed  mainly  of  calc-alkali  andesjte,  and

partially of･tholeiitic basalt and  andesite,  These  Groups contain  benthic forarniniferal assemblage

showing  deep sea  enviromnent,  Volcanism of the Fujigawa area  is thought  to have occurred  on

terrace or scarp  bounding the trough-like basin from sedimentological  analysis  of aecompanying

fiysch and  conglomerate.  On the  other  hand, volcanism  of  the Izu Peninsula occurred  under

shallow  sea. Volcanic rocks  of the Shirahama Group and  the Umegi  Formation are  composed

mainly  of calc-alkali  dacite or andesite  and  partially with  ba$alt.

    The  third phase: [E"he third volcanism  is local, and  produced the Iwabuchi volcanic  rocks  and

the volcanic  rock$  of the upper  part of the Ashigara Group  and  the Usami  Volcano. The  Iwabuchi
volcanic  rocks  which  erupted  on  fan deposits are  composed  of  tholeiitic basalt and  andesite  and

calc-alkali  andesite.  Volcanic rocks  of  the Usami Volcano are mainly  composed  of tholeiitic

andesite.  .

    The  fourth phase: So-called Quaternary Volcanees such  as the Hakone, Fuji, Taga, Yugawara,
Amagi  and  Omuro ones  are  the products of  the fourth volcanism.

    In regard  to the arc  junction problem  in this region,  an  hypothesis  that  the Izu-Bonin arc
collided  with  the Central Honshu has been proposed  by MATsuDA (1978) and  others,  In this

hypothesis, it is considered  that the main  collision took place in the Pliocene as  a result  of

northward  movement  of the Izu Block. The  author  intend to briefly discuss on  this problem
based on  the Cenozoic voicanism  of  the South Fossa Magna. The  Tanzawa-Misaka-Koma  area
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jQins　the　Izu　Peninsula　and 　both，　as 　a　whole 　form　the　northern 　part　of 　the　Izu−Bonin　arc 　which

is　divided　from　the　southern 　part　by　the　Soofu　Tectonic　 Line，　 The 　 northern 　part　has　a　same

scale 　of 　extension 　as 　the　Northeast 　Honshu 　arc ，　and 　 shows 　the　NE −SW 　 or 　NNE −SSW 　trend　of

volcanic 　 belts．　 It　 is　 unnatural 　 that　 the　 Izu　 Peninsula　is　 separated 　 from　the　 main 　 part　 of　the

South　Fossa　Magna ．　On　the　present　re！ation 　of　position　of　the　Honshu　arc 　and 　the　northerrl 　part
of　the　Izu−Bonin　arc，　the　lattens　thought 　to　have　collided 　into　the　former、　And ，　it　is　considered
that　the　 collision 　Qf 　the　Izu−Bonln　arc 　with 　the　Honshu　arc 　tQok　place　not 　at 　the　north 　of 　the

Izu　Peninsula，　 but　 at 　the　 north 　to　 the　Tanzawa −Misaka−Koma 　 area 　 and 　that　the　acrne 　 of 　the
collision　was 　before　deposition　of　the　Phocene　Marutaki　cong1omerate ．
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南部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ地域 の 新生代火 成作用 と島弧会合問題

　 　 　 　 　 　 は　 じ　 め 　 に

　 南部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ は 火 成 活 動，地 質 購 造 が，

グ リン タフ 地域 の 中 で も特異 な位置 を ］
［1め て い る ．

それ が，本州弧 と伊豆 一
小笠原弧 の 会合部 とい う構

造的位置 に 関 わ っ て い る こ とは 多 くの 人 の 認め る 所

で あ り，近年，プ レ ー トテ ク トニ ク ス の 」ン：場 か ら，

こ の 問題は盛 ん に 議論 され て きた ，杉村〔1972）は フ

ィ リ ッ ピ ン 海 プ レ
ー

トの 境 界 を伊 豆 半島の 北 方 の li耄

一Lに 推 定 し，MA ・
vsuDA （1978 ）は 伊 豆

一
小笠 原 弧 の 本

州 弧へ の 衝突 を議論 して い る．こ の 問題 に つ い て の

地 球物理 学的，地形，地質学的な議論 は ，「
伊 豆 半 島

の テ ク トニ ク ス 」（1979）に，また，中村 ・島崎（1981）な

ど に よ りなされ て い る．

　 さ らに ，最近，日本海東 縁 の テ ク トニ ク ス の 問題

が 提起 され，フ ォ ッ サ ・マ グナ の 西縁 に新 しい プ レ

ー
トの 境界 を設ける考え が 出され て い る（中村，1983

な ど ）．

　筆者は こ こ で一ヒ記 の 問 題 をま と もに議論する積 り

は な い が ，盛 ん に 議論 さ れ て い る 南部 フ ォ ッ サ ・
マ

グナ は，協力者 と と もに，1966年 以来，10数年 に わ

た り調査を続 け て きた 地 域 で あ る の で，新生 代 の 火

成作用 を総 括 す る と と もに ， こ の 問題 に もふ れ て み

た い ．こ の 論文 は，次の 既発表，未発表 の 報 告を主

と し，そ の 他多くの 文 献 に よ っ た ．丹 沢 lir地 の 層序，

地 質 構造 （島津 ・田 渕 ・楠 田，1970a ），変成作用 （島

津 ・田渕 ・楠 田，1970b ），火山岩類 （島津
・楠田，

1980）．御 坂 山地 の 変成作用 〔島津
・上村 ・関根 ・

［［J

田，1976）．火 1［「岩類 （S　HIMA7 ．1／，
　 KoMATSu　 and

YAMADA，1974）．富士 JII中流地域 の 火山岩類（島津
・

成 田 ・占屋，1983）．未発表 の もの は，御坂 山 地東部

（河野，1975　M 　S ），櫛形 山 （石 丸，1979MS ），岩 渕

地 域 （赤松，1979MS ），伊 豆 半島湯 ヶ 島地 域（西 野，

1976　M 　S ）， 中伊豆 地 域 （吉 岡 ， 1981MS ）， で ある．

　 こ れ らの 資料 をもとに，次の 2 点 に 主眼 をお い て

ま とめ た ． 1 ）火 成作用 が どん な場所に 起 っ た か ．

2 ）火 山岩，とくに 玄武岩の マ グ マ 型 は 島弧 型 か 否か ．

　 しか し，第 1 図 に 示 さ れ る よ うに ，南部 フ ォ ッ サ

マ グナ の 中央部 が 第 四 紀 火 山 に 広 く覆わ れ て い る こ

と， 西 縁 部が 南北性 の 複雑な構造 を示 して い る こ と

な ど もあ っ て，不明 の 点 が 多く残 さ れ て い る ．大 き

な ス ケ ール で 議論す る と きは 無視 で き る が ， 精度を

少 しで も上 げ る とた ちまち上 の 問題 が 惟理 の 前 に た

ち は だ か っ て し ま う．

　 こ の 研究 をま と め る に 当 り，南部 フ ォ ッ サ
・

マ グ

ナ の 研究協 力者 で あ っ た，田 渕章敬，楠 田 隆，竹 越

暫 ， 上村康 夫，山田守，関根
一

昭，河 野雅英，西 野

嘉
一．・，石 丸

一・
男，成田 賢，赤 松 靖 児，古 屋 一

彦，吉

岡兼二 の 諸 氏 ，お よ び 堆積環境 に つ い て 御教示頂 い

た立 石 雅昭氏 に 深 く感謝する、

　本研 究 の 経 費の ・・
部 に 文 部省手斗学研究費 （課題番

．
号，56340045 ）を 当 て た ．

　 　　 　南部 フ ォ ッ サ ・マ グナ の 火山活動

　 1 ．火 山 活 動 の 概観

　掛 川地 域 か ら，富士 川，御坂，丹沢，伊 豆 半 島地

域 を経 て 房総半島に わ た る対比表 （第 1表）を示 した

が ，そ れ を基 に して ，火 山 活動 を 第 1 期 〔24〜5M 鴫

第 2 期 （5 〜 2Ma ），第 3 期（2 − O．5Ma ）， 第 4 期

（O．5Ma ）に わけ て概説す る，南部フ t ッ サ ・
マ グナ

の 地 質概 図（伊 豆 半 島を除 く）を第 ユ 図 に 示す ．

　 1 ．第 1 期 の 火 山活動

　丹 沢 山地 に お い て は 丹沢層群 ， 愛」i層 群に み られ

る 活動 で，山地東北部 を中心 に して 述べ る ．本地 域

の 新 第三 系 の 9  ％近 くが 火 山 岩 で ，その 90％近 くが

玄武岩
〜

玄武岩質安山 岩，安山岩で ，残 りは デ ィサ

イ トで あ る ．

　丹 沢層群 の 塔 ヶ 岳亜 層群 は，最大層厚2200m で，

大部分，玄武岩 〜玄武岩質安山岩 の 細粒 火 砕岩か ら

な る が ，火 山角礫岩、火 山 円礫岩 を伴 っ て い る ．一

部に デ イサ イ ト質凝灰岩，泥岩 を挾 む ．丹沢 山地 の

南部 に 枕状熔岩 な ど熔岩が 多い こ とか ら噴出 の 中心

は 山 地 の 南部 で あ っ た と思 われ る．

　大 山 亜 層群 は 最 も広 い 分布 を示 し，最大層厚5500
m で

， 地 域 に よ る岩相の 変化 が み られ る．産状，岩

質 か ら次 の 3 つ に 分け ら れ る．下部〔大滝凝灰岩）は

無斑 晶質玄 武岩の 枕状 熔 岩 お よ び ハ イ ア ロ ク ラ ス タ

イ トで，中部 （焼 山，布 川 火 山角磔 岩）は 透輝石 を含

む玄武岩 〜玄武岩質安山岩の塊状 〜
自破砕状熔岩お

よ び 火 山 角礫岩 を主 とし，火山円礫岩 を伴 う．

　
一

部 に 泥岩，細 粒 火 砕岩を挾 む ．また ，デ イ サ イ

ト質 凝灰岩 を挾在す る が ， 山 地 の 西北部 に よ く発達

す る．熔岩は 東北部，北部 に 多く，噴出の 中心 は 東

北お よび 南方 に 移動 し た と思 わ れ る．上 部 （唐 沢凝

灰岩 ）は 玄武岩質火 砕岩 を主 と して い る ．

　煤 ヶ 谷亜 層群 は最大 層厚 1800m で ，デ イサ イト質

火砕岩 ， 凝灰質砂岩 ， 泥岩を主 と し，東部 の 落合付

近 に 礫岩 が 発達する．デ イサ イ ト質 火 砕岩 は 北部 に

も連続 して 分布 し，広範囲に 堆積 した こ と を示 す．

　愛 川 層群 は 玄武岩 〜安山岩質自破砕熔岩お よび火

N 工工
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第 1 表 　南 部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ お よ び 周 辺 地 域 の 対比 表
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L ： Lepidocyclinα．　 M ；A／fiogypsina．　 Op ： Operculinα ．　 B 　玄 武 君 ．　 A ；安 山岩 ．　 D ：デ イサ イ ト．TH

イ ト系．CA ：カル クアル カ
11岩 系．　 A ：ア ル カ リ岩 系 ．　 OS 　古 期 外 輪 ［【1．　 YS ：新 期 外 輪 山

ソ レ ア イ

砕岩を tlと し，．L部 に 礫 岩．砂岩，泥岩 を伴 っ て い

る ，上限 は不 明 で あ るが ，層厚1300m 以 ．E と推定さ

れ る．

　御坂 山地 に お け る 火 山 活 動 は，古 関 累 層，芦 川 累

層，市 〕li大門累層，河 口 累層中の 火 山岩類 で 示 さ れ

る．本地域 は 東西 に 走 る三沢 ）II断層 と その 延 長 の 土

屠の 北側 を通 P大 石 峠 に 至 る断 層の 南側 と北側 で 火

山 活 動 が 異 な っ て い る，玄 武 岩
〜

安 山
．
岩が 半 分 以 上

を 占め 西 音1〜に 多い が ，本 栖 湖 以 東 に は デ イサ イ トが

多い ．

　
．
古関累層は 玄武岩

〜
安 山 岩 の 火砕岩，熔岩 を主 と

し，上記断層 の 南側の 南部 に 分布 す る．

　芦 川 累層は 膨 大 な高萩 玄 武岩 と西部 お よ び 断層 の

南側 に 発達す る 泥岩 で ，断層の 北側 の 西 部 で は 泥 岩

は 塩基 性 凝灰岩，デイサ イ ト質凝灰岩 と互層 して い

る．デ イ サ イ ト質 火 砕岩，熔岩 は 上部 に 多い ，高萩

玄武岩は 下 限 は 不 明 で 層厚 は 明らか で ない が ，／000
m 以 ヒと思 わ れ る ．高萩 付 近 で は か ん ら ん 石 玄武岩，

透 輝 石 玄 武岩，無斑 品 質 玄 武岩 の 塊状熔岩，枕状 熔

岩お よ び ハ イア V ク ラ ス タ イ トが 主 で ，噴 出の 中心
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と思 わ れ る が ， 東 方の 西 湖付近 に も塊状熔 岩，枕状

熔岩が 多く，東西 20kmに お よぶ 割れ 目噴 火の 産物 と

思 わ れ る．西方 で は 玄武岩熔岩 が 泥岩 中 に挾ま れ る

が ，次 第に 砕 屑物 が 多くなる．上 部 に デ イサ イ ト熔

岩 が 挾在 し，各所 に 厚い デ イサ イ ト熔岩 ドーム が 発

達 し，bimodal な火山活動 で あ っ た と 考 え られ る ，

　ま た，量 は 少 な い が ア ル カ リ玄 武 岩 の 熔岩 が 産 し

て い る ，

　市 川 大 門累層は高萩 の 北方 に 分布 し，玄 武岩 もあ

る が，安山 岩 〜デ イサ イ トの 熔岩が 主体 で あ る ．こ

れ は 活動 の 場 が 北方 に 移動 し ， 岩質 も次 第に 酸 「生に

な っ た こ とを示す ．

　河 口 累層は デ イサ イ トで特徴づ け られ るが ，火砕

岩 が 主 で 熔岩 が 少 な い ，

　富 士 川 上 流 地 域 は 御坂山地 の 酉方に 当 るが ， 西 八

代層群 お よび 富 士 川層群 の しもべ 累層 の 火由岩 の 活

動 の 場 で あ る ．火 山活動 は 著 し くな く，古 関Jll累層

の 上 の
一

の 瀬層 に は 和平デ イ サ イ トが 挾 まれ る ．醍

醐 由 累層は 玄武岩，デ イサ イ トで あ るが ，火砕岩 の

み で あ る．

　富士 川 中流地域 の 身延付近 に は こ の 時代 に ア ル カ

リ玄 武 岩 の 活 動 が 認 め られ る ．上 村
’
火 凵」岩層 で 1000

m 近 い 層厚を示 し，枕状熔岩 が 多い ．

　 巨摩 山地 に お い て は，激 しい 玄武岩
〜

安 山岩 の 活

動 が 認め ら れ る ．櫛形 山亜層群 の 全層厚 は，下 限 不

明 で あ る が 7000m に 近 く，下半 部 に か ん ら ん 石 玄武

岩，透輝石玄武岩 が 多く， 御坂山地 の 芦 川累層と岩

質的 に 共 通 し，しか も熔 岩が 多く噴出中心 に 近 い ．

しか し，上半部 は 塊状熔岩，枕状熔岩 を挾 む が ，火

砕 料，泥岩 が 多 くあ t）　，ま た
， 安山岩 が 多くな る．

　デ イサ イ トは 極め て 少 ない が，玄武岩
〜
安 山岩 の

活動 は 御坂 山地 よ り も著 しい ように 思 わ れ る ．富士

川、ヒ流 の 黒 沢南方に は ア ル カ リ玄武岩 （テ ッ シ ェ ナ

イ ト） の 岩 床 が 巌 し て い る ．

　南部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ の 西南縁 お よび 西縁 に は 竜

爪 層群 お よび 大崩層群 （高草山火山岩類）が 分布 して

い る ．こ れ ら も第 1 期 の 火 山 活動 の 産物 で ある．高

草 山 火 山岩 類 は ア ル カ リ玄 武 岩，粗 面 玄 武岩，粗 面

安 山 岩，粗 面岩 か ら な り，下位 の 宗小路 凝 灰 岩層と

L位 の 塊状 お よ び 枕 状 熔 岩 が 多 い 平 玄 武岩層 に わ

け られ る（高草山団研，工979 ）．多くの ア ル カ り斑 れ

い 岩，ア ル カ リ ドレ ラ イ トに 貫 入 さ れ て い る ，

　竜 爪層群 も玄 武 岩 〜安山 岩の 火 砕 岩，熔岩 で，南

部 で は 高草 山火山岩 類 と「司様なア ル カ リ岩 に 貫入 さ

れ て い る （杉山ほ か，1982）．

　 伊 豆 半島 に お い て は 湯 ヶ 島層群 の 下 部 に 輝石安 山

岩 の 熔岩 t 火 山角礫 岩が 多く，変質 し て プ ロ ピ ラ イ

トに なっ て い る もの が 多い ．中部 は 輝石
一

角閃石 デ

イサ イ ト質 の 厚 い 軽石 凝灰 岩 で，凝灰質砂岩や石 灰

岩を挾 ん で い る，

　 2 ，第 2 期 の 火 山 活 動

　 第 1 期 の 火 山活動が 広 範 な の に 対 し，こ の 期 の 活

動 は 地 域 的 に 限 られ，富士 1「1層群 の 大部分，浜石 岳

累層，足柄層群 の 下半部 お よ び 伊豆 半島の 白浜層群

が そ の 産物 で あ る ．

　 富士 川 中 流 域 では，身延断層 の 両 側 に 火 凵」岩類 が

分布 するが ，西側 で 顕著 で あ る ，

　 東側 の 身延 累層 の 小 内船，三 ツ 石 火 山岩層は安山

岩 の 火 砕 岩，熔岩 を主 と す る が ，一
部玄武岩を挾 む ．

両 火 山岩層 の 間に 厚 さ数 100m に達する丸滝礫岩層が

発達す る ．夏秋 火 山岩層 もほ ぼ 同様な 粗 粒 火砕岩，

熔 岩 で 1000m 以 Lの 層厚 が あ り，砂 岩 泥 岩 彑 層を挾

在す る が，噴 出中心 に 近 い もの で あ る。飯富累層 の

鳥森 火 ［h岩層は 大部分 安 山岩の 火 砕 岩， 熔岩 で，上，

下位に 砂岩泥岩互 層，砂岩 が 発達す る．浜石岳 累層

は 下部 と最上部 が安山 岩 の 粗．粒 火 砕 岩，熔岩 で ，火 山

円礫岩 を伴 うが ，そ の 他 の 大部分 は 礫岩．砂岩 で あ る．

　 こ の 期の 富士 川 層群 の 火 山岩類 は安山岩で，上部

に 向 っ て 酸性 と な り， 角閃石安 山岩，デイサ イ トが

多くな る ．

　 足柄層群 は 日 向砂岩泥岩層，瀬戸礫岩層，畑砂岩

泥岩層， 塩沢礫岩層に区分 さ れ て い る（今永，1978）．

本層群 の 下半部は鮮新世 と考 え ら れ て い る が，大部

分礫岩，砂岩，泥岩 で あ る ．各層に 安 ［凵岩熔 岩あ る

い は 火砕岩 が 挾 まれ る が ，瀬 戸 礫岩層に 多い 〔久野，

1972）．なお，上記 の 各層よ り新 しい と思 わ れ る 山 北

層群 が 畑砂 岩泥岩層を不整 合に 覆い 小規模 に 分布 し

て い る 〔足柄団体研究 グ ル ープ ，1983）．山 北 層群 の

下 部 は 巨 礫 岩， i．1部 は 安 ［1」岩質 火 砕 岩 で あ る．

　 白浜層群は 伊豆半 島の 南部 に 広 く分布 し，下部は

デ イサ イ 1・の 火 砕岩，熔岩が 主 で，上 部は安山 岩 の

火 山円礫岩，凝灰角礫岩 で あ る （北村 ほ か，1969，沢

村 ほ か ，
1970）．両 者 の 聞 に 貝 化石 を含む凝灰質砂岩

を挾 んで い る．

　 下 部 の デ イサ イ トの 活動 の 他 に 玄武岩，流紋岩 の

熔岩 の 噴 出が み ら れ る ．

　伊 豆 半島中部 に は 白 浜 層群 に 相 当 す る梅木層 が 分

布 して い る ．梅木層 は 安山岩 の 火 砕岩 を主 と して い

る が 熔岩を伴 っ て い る．

　 3 ．第 3 期 の 火 山 活動

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

238

1島　津 　光 　夫

　 こ の 期 の 活動 の 産物 は 局 所 的 に 分布 し て い る に す

ぎな い ．足 柄層群 の 上半部 ， 富士 川 下流 域 の 岩 渕 火

山岩で ，時代的 に は宇佐 見火 山噴 出物（O，8〜O ．7Ma ）

も こ の 期 に 当 る （兼 岡 ・小島，1970 ）．足 柄層群 に つ

い て は 第 2 期 で 述べ た．

　岩渕 火 山岩層 は 蒲原礫層に 整合 に 重な ｝）　 1 大部分

が 安山岩，凝灰 角礫岩で あ る が一
部 に礫 層を挾 む ．

最上部 は 玄 武 岩熔岩 で，層厚 は 900m に 達す る ．

　宇佐 見 火 山 は 開 析 さ れ た 火 山 で ，大 野 礫 岩 層 を覆

っ て い る．安山岩 の 熔岩 ， 火 砕岩 を主 とす る が，玄

武岩 も伴 っ て い る．

　 4 ，第4 期 の 火 山活動

　 い わ ゆ る第四紀 火 山 の 活動 で，噴 出時代か ら，さ

らに ， 1 ）箱根古期外輪山熔岩，多賀
・
湯 河 原 火山，

達摩火 凵」，天 城 火 山 ．2 ）箱根 新期外輪 山 熔岩，古

富 士 火 凵」，愛鷹火 山 ．3 ）富士 火 山，お よび 大室 火 山

な どの 東 伊 豆 単 成 火 山 群 ，に 分 け られ る，個 々 の 記

述 は 省略す る．

　 II．火山 活動 の 場

　第 1 期〜3 期まで の 火 山活動 の 場 は 海底 で あ っ た

と考 えられ る が ，海 の どの よ うな場所 で 火 LLI活動 が

起 っ た か，丹
．
沢，御坂，巨摩山 地 の よ うな著 しい 玄

武岩 の パ イル は 海山 で の 活動 の 産物 の 可能性 は ない

か ，な どが 問題 で あ る．

　火 山 活動 の 場 を 推論す る に は，火 山岩の 産状 ，地

質構造 も手 が か りに な るが ，海底噴 火 の 場合 は，化

石 や 砕屑物 に よ る 占環境 の 推定 と，底棲有孔 虫 に よ

る 古水深 の 推定（KITAzATり，1979，的 場，1983） が

有効 で あ る ．

　 第 1 期 の 丹沢，御坂，巨摩山地 の 火山岩 は，一
部

に 石 灰 岩 を挾 み，ま た ， こ れ ら の 山地 の 各層準に 産

す る Lepidocyclina
，
　Miogypsina

，
　Operculin α か ら

は外洋性 で は あるが 浅海で あっ た と考 えられ る ．し

か し，西部 の 御 坂 ，巨摩山地 の 方 が 泥岩 が 良 く発達

し，化石 の 証拠 は確 か で な い が 海 が 深 か っ た か も知

れ な い ．南 西 部 の 高 草 山 地 域 で は 火 ［⊥亅岩 中 の 泥 岩 か

ら深海性 の 有孔 虫が 発見 さ れ て い る （杉山 ほ か 、1982）．

した が っ て，高草 山地 域を除 き，他 の 山 地 の 火 山 噴

出物 は ，それ程深 くない 海底 に 堆積 した もの で ある．

　 第 1期 を通 し て ，浅 い 海 底 で ，丹 沢 山 地 で は 東方

お よび 北方に，御 坂 山地 で は 北方お よび 西南方 に ，

巨 摩 山 地 で は 北方 に 沈降 の 場 を移動 しな が ら 活 動 を

続け た こ とに な る ．

　南西部の 高草山地 域 は 梱良
・
掛川地域の 堆積盆 地

に 連 な るが ，中〜
深海 の 環 境 で あ っ た ら し く，ア ル

カ リ岩 の 性 格（後述〉か らも海洋島 〜海山に 近 い もの

と推定さ れ る 。

　第 2 期 の 火 山岩 は ， 砂 泥互層の ような ブ リ ッ シ

ュ や 礫 岩中に 挾 まれ，冨 士 川 中、下流域 で は
一

部 に

Operculinaが 産する が，　KtTAZAT（）（1979）の C群集 に

属す る もの も産 し 〔NlsHIMIYA ， 1969，1970）， か な り

深 い 海底 で 堆積 した もの と考 えられ る ，

　鮮新 世 に は，隆 起 し た 丹 沢 山 地 と 基 盤 山 地 ，丹 沢

山地 と御 坂 山 地 の 間 は ，ほ ぼ NEE − SWW 方向 の チ

ャ ン ネル と な り，桂 川 付近 か ら身延地域 に 大量 の 基

盤源 の 礫 や 砂 が 供給 さ れ た （松田，1970）．こ の チ ャ

ン ネル は 富 士 川 谷 で 方向 を転 じ， NS 方向の 中深海

の トラ フ 状堆積盆地 の 中の チャ ン ネ ル に 通 じ，厚い

丸滝礫 岩を堆積 した と考え られ て い る （徐 ， 1984），

トラ フ 形成前 の 小 内船 火山岩 が どの ような海底 で 噴

出 し た も の か は 明 らか で な い が，夏 秋 火 山 岩 や 三 ツ

石 火 山 岩 は トラ フ の 西 側 の テ ラ ス で 主 に 噴出 した と

考 え ら れ る ，

　 こ の トラ フ は粗粒砕 屑物や火山物質 に 埋め た て ら

れ，浅 くな る が，深 い 部分 は 次 第に 南方 に 移動 し．

現 在 の 駿 河 トラ フ に 及 ん だ ．

　浜石 岳累層 の 火山岩 は 礫岩や火山円礫岩 を伴 うこ

とか ら， トラ フ の 側壁 な どで 噴出し，水中火 砕 流 〜

泥流 と し て 流下 し，埋 め た て た も の と考 え ら れ る．

　 足 柄層群下部 は 有孔虫 か ら水深 1000 〜2000m の 海

底 で 堆積 し た と推定さ れ，上部 に い くに 従い 水深数

100m に な っ た と推定 され て い る （石川 ほ か，1983）．

こ の 中 深 海 の 海 に 隆起上昇 し た北 側 の 丹 沢 山 地 か ら

大量 の 礫 が 供 給 さ れ た と 同時 に カ ル クア ル カ リ安山

岩 が 噴出 した．

　
・
方，伊豆半島 の 白浜層群 の 火 山岩 は 指交 して い

る砂岩 の 層相，化石 か ら浅海 が 指示 され，火山 活動

は そ の よ うな環 境 で 生 じ た もの と考 え ら れ る ．

　東 方の 三浦，房総半 島 の 清澄，安 野層は砂 泥互層

で，内湾性 の 半深海 の 環境 とされて い る〔楡井，1982）．

足柄 の 海 は それ に 連 っ て い た か もしれ な い ．

　第 3 期 に は富 士 川 谷 も大部分陸化 し，チ ャ ン ネル

は 駿 河 湾に 移 っ た が ，湾 の 北端 の 浅海底〜デ ル タ に

堆積 した 蒲原礫層 の 上 に 岩渕火 1⊥1岩 が 噴出し，一
部

は 陸上 に 顔 をだ し た もの と思 わ れ る ．

　中伊 豆 地 域 の 横 山 シ ル ト岩は 分布が 狭 い が 深 海 を

示 し， 白浜層群 を堆積した 海 とは 著 し く異 な っ て い

る（小山真人，1982，吉岡，1981　MS ）．

　上総層群 の 下部，と くに 黄和 田層 も深海の 証拠 を

示 し，足 柄，中伊 豆 ，三 浦，房総 と深 い 海が 連 なっ
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南部 フ ォ ッ サ ・
マ グナ 地 域 の 新生代 火成作用 と島弧会合問題

て い た こ と を示す が，足柄 地 域 で カ ル ク ア ル カ リ安

山岩 の 活動 が あ っ た だ け で ある．

　 第 3 期 の 終 り頃，南部 フ ォ ッ サ ・マ グナ全域 が 隆

起 し，伊豆 （宇佐 見，多賀火 山 な ど），箱根 （古期外

輪 山）地 域 で は 陸 上 火 山 活 動 が 盛 ん に な っ た ．

　　 　　　　　　　 深成作 用

　南部 フ ォ ッ サ
・

マ グナ に は大小様 々 の 斑 れ い 岩 か

ら花崗岩に わ た る岩体 が 貫 入 して い る．そ の 中で 最

も大 きな もの は 南北40km に 及 ぶ 甲 府 盆 地 周 辺 の 岩 体

で ある．

　 こ の 岩体 は トナ
ー

ル 岩 か ら花崗岩 まで変 化す る複

合岩体 で あ るが ， 粗粒 の 黒雲 母
一
角閃石 花崗閃緑岩

（徳 和〜大 島型 ）が 大部分 を占め ，黒雲母 花崗岩 （御

岳型） を伴 な い ，細
〜

中粒 の 含輝石
一

黒雲母
一

角 閃

石 トナ ー
ル 岩 （小鳥型 ）に 貫か れ て い る ．徳和型 は

8，12Ma ，御岳 型 は 14　Ma，小鳥型 は 7．3Ma の 年代

値 を示 し，中新世 中
〜

後期 の 貫入 岩 で あ る （加 藤 ，

1968
， 山梨県 ，

1970）．四 万 十 層群や 新第三 系 と非調

和的でほぼ南北に延 びた岩体 で あ る．

　 巨摩 山 地 の 円井岩体 は しそ輝 石 石 英閃緑岩で ，11

Ma と い う年 代 値 が だ さ れ て い る．

　丹沢山地 に は 中央部 の 東西 に 延 び た 丹沢複合岩体
』

と その 北側 に 分布す るい くつ か の 石 英閃緑岩体が あ

る ，また，各所 に ドレ ラ イ ト〜斑 れ い 岩 の 小岩体 が

分布 す るが ，長者舎断層に 沿 うもの は や や 大 きい ．

　 丹沢複合岩体 は 19の 岩 型 に 分け られ るが，主要 な

もの は 熊木沢 型 （角閃石 一し そ輝石 石 英閃緑岩），ユ

ウ シ ン 型（糧 〜中粒角閃石
一

黒雲母 トナ ール 岩 ），畦

ヶ 丸型（中粒角閃石 一黒 雲母 トナ
ー

ル 岩 ）で
，

90％以

上 を占め る ．貫入順序は 斑 れ い 岩小岩体 → トナ
ー

ル

岩主岩体→ トナー
ル 岩小岩体 で あ る （滝 田，1974）．

　丹 沢複合岩体 の 逆 入 時代 は，煤 ヶ 谷亜 層群 を貫 く

こ と ， 4．3， 52 ， 7．6Ma の 年代値 が だ され て い る こ

とか ら，中新世 後期 と考 え られ る ．石 英閃緑岩 の 小

岩体 も同時代 と思 わ れるが ， ドレ ライ ト
〜
斑れ い 岩

の 小岩体 は 丹 沢 層群 の 玄 武 岩 の 貫 入 相 と考 え られ る

の で ，中新世 中期 で ある。

　富士 川 谷 に は 南北方向に 貫入 した い くつ か の 斑 れ

い 岩，石英閃緑岩，閃緑岩，ひ ん 岩 の 岩体 が 分布 し

て い る．天 子 山 地 に は 佐野 川，遠島，柿元 ，猪頭 の

岩体が ある ．佐野 川岩体 は しそ輝石
一普通輝石斑 れ

い 岩 が 主 で ， か ん ら ん 石斑 れ い 岩，角閃石 閃緑岩，

グ ラ ノ フ ァ イヤ ーを伴 っ て い る．こ れ ら の 岩 石 は カ

ル ク ア ル カ リ質で あるが ，斑 れ い 岩 中に は ピ ジ オ ン

輝石 を含 む もの が あ り， 本源 マ グマ は ソ レ ア イ ト質

で あ っ た と 考えられ て い る（YAJIMA，1979）．身延西

方 に は 閃緑岩〜ひ ん 岩 の 岩体が 分 布 し て い る．富士

川谷の 岩 体 の 貫 入 時代 は 富士 川層群 の し もべ 累層，

身延累層を貫き， 南北性 を示す こ とか ら，鮮新世 と

考 えられ る ．

　足柄山地 の 矢倉岳岩体は しそ輝石
一

角閃石石 英閃

緑轡 で ，足柄層群 の 畑砂岩泥岩層を 貫 き，更新世 前

〜中期 と考 えられ る．

　 以上 の ように 貫入 時代は，1）中新世 中〜後期（甲

府岩体 ），2）中新世 後期（丹沢岩体な ど），3）鮮新世

（佐野 川 岩体な ど ），4 ＞更新世 前 〜中期 （矢倉岳岩体）

に分け られ る，

　 ドレ ラ イ ト〜斑 れ い 岩岩体 は 表成火山活動 と関連

した もの と考え られ る．甲府岩体 は 母岩 の 構造に 非

調和的 ， 丹 沢 岩体 な ど は 調和的 で あるか ，それ ら の

表成 火山活動と の 関係 ， ある い は 構造的意義は明 ら

か で な い ．石 英閃緑岩体 は 北部 フ ォ ッ サ ・
マ グ ナ の

“

中央隆起帯
”

な ど に も産 し，また 伊 豆 七 島の 火 山

岩 中に も含 ま れ て い る ．した が っ て，大 きくは 伊 豆

・小笠原弧の 中新世 末〜鮮新世 の 構造運動 と関連が あ

るか もしれ な い ．

　丹沢，御坂 ， 富士 川中流 地 域 の 低度変成岩に つ い

て は 既 に 報告 した （島津 ほ か ，
1970

， 1976，1982）．

それ らは 著しい 火 山活動，沈降 に よる厚い 火 山物質

の 埋 没，地 温 の 上昇 に 関係 す る広域的 な低度変成 （埋

没変成 ）作用 に よ る もの で ，丹 沢 山 地 で は 副 次 的 に

丹沢複合 岩体 の 影響を 受 け て い る．また，富士 川谷

で は糸静線沿 い の 著 しい 構造運動の ため ， 断層沿 い で

は 鮮新世 の 地層まで 変成作用 が 及 ん で い る ．丹 沢 岩

体の 南側で は結晶片岩
’
とな っ て い る．

　
一

方， 伊豆半島の 岩石 は 熱水変質作用 と，第四紀

の 火山 活動 に 伴 う地温 の 上 昇 に よる変質作用 を重 複

して 受け て い る もの が 多い ．

　　　　　　 火 山岩 の 岩石 学的特徴

　 1　 岩石 学的性質

　初 め に 各期，各地 域毎 に 岩 石 学的性質，マ グマ 型

に つ い て記述 し，そ の 後 で 時代 的，地 域的 な 変化 を

まとめ る．

　 1 ．第 ユ期 の 火山岩

　 a ．丹沢 山地

　丹 沢山地 の 火 山岩 に つ い て は，MIKAMI （1962 ）の

研 究 が あ る が ，島津 ・楠 田 （1980） が 詳 し く記述 し

た．丹沢層群 の 岩石 は 大部分 ，玄武岩〜安山 岩 で ，
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島　津　光 　夫

デ ィサ イ トを伴 う．塩基性岩 は か ん らん石
一

透輝石

玄武岩，か ん らん 石 一普通輝石 玄武岩，か ん ら ん 石

一
透 輝石

一普通 輝石
一古 銅輝石 玄武岩，無 斑 晶 質

普通 輝石 玄 武岩，か ん らん 石
一
普通輝石安山 岩， し

そ輝石
一

普通輝石安 凵」岩 で ，酸性 岩 は 普通輝石 デ ィ

サ イ ト，普通輝 石
『
角閃石 デ イサ イ トで あ る ，愛川

層群 の 岩石 も玄 武 岩
一

安 山 岩 で ，か ん らん 石
一

ピ ジ

オ ン 輝石玄武岩，か ん らん 石
一

普通輝石 安 山 岩 ， 普

通輝石 安i［1岩 で か る．

　月
．
沢層群，愛川層群 の 火山岩 は石 基鉱物の 性質か

ら は，す べ て ピ ジ オ ン 輝 石 質岩 系 で あ る ．

　 b ．御 坂 山 地

　 御 坂 山 地 の 火山 岩 に つ い て は〔水野 ・片田，1958）

に よ り報 告 さ れ て い る が，こ こ で は 島津 ほ か （1976＞，
河 野 （1975MS ）に よ り記述す る ．

　酉 八 代層群 中，下 部 に 相当す る rlゴ関，芦 Jll累層 の

岩石 は 玄武岩 とデ イ サ イ トで あ る ．玄武岩は か ん ら

ん 石
一

普通輝石玄武岩，透輝石玄武岩，無斑 晶質普

通 輝 石 玄 武岩，し そ 輝石
一

普通輝石 玄武岩 で ソ レ ア

イ ト質 で あ る，デ イサ イ トは普通輝 石 デ イサ イ ト，

角閃石
一
普通輝石

一
しそ輝石デ ィサ イ トで あ る．一

部 に ア ル カ リ玄 武 岩質 の 含チ タ ン 普通輝 石 玄武岩 が

産す る ．

　西 八代層群 上 部 に 相 当 す る 市 川 大 門累層 の 火 山 岩

は しそ輝石
一

普通輝石玄 武岩 〜安 由岩，角閃石一普

通 輝 石安山 岩，角閃 石安山 岩，普 通 輝 石 デ イサ イ ト

で ，カ ル クア ル カ リ質 の もの で あ る ，河 目 累層の 岩

石 もデ ィサ イ トで あ る．

　富士川上流 の 西八代層群 中，下部 の 火 山岩は 御 坂

山 地 の 古 関
・
芦 川 累 層の もの と変 りが な い が，芦川

累層 に 相 当す る と思 わ れ る 身延 付近 の 上村 火 山岩 は

普通輝石 玄 武岩 か らな りア ル カ リ質 で あ る ．

　 c ．巨摩山 地 〔石 丸， 1978MS ）

　櫛形山亜 層群 の 岩石 は 玄武岩 〜安 山岩 で，火 砕岩

と し て デ イサ イ トを伴 う．か ん らん 石 玄 武岩，か ん

らん 石一透輝石 玄武岩，透 輝石 玄 武 岩，か ん ら ん 石

『
普通輝 石 安 山岩，普通輝石安 山岩，普通輝石

一
角

閃石安山岩，角閃石安 山岩 で，玄武岩 〜安 山 岩 の 多

くは ソ レ ア イ ト質で，安 山岩 の
一．．一

部 はカル クア ル カ

リ質 で あ る が ，前者 の 量 が 多い ．

　伊豆半島の 湯 ヶ 島層群 の 火 山岩は変質が 著 し く岩

石 学的性質が 明 らか で な い ．湯 ヶ 島付近 に 分布す る

もの の 中 に は わ ず か に しそ 輝 石
一
普通輝 石安1［」岩，

輝 石
一
角閃石 デ イサ イ トが 認 め ら れ るが カ ル クア ル

カ リ質 で あ る （西 野 ， ／976MS ）．

　 しか し，久野（1952）は 字佐見
一

湯河原問の 湯 ヶ 島

層群相 当層 中の 変質 の 弱 い 岩 石 に つ い て 調 べ た 限 り，

すべ て ピ ジ オ ン 輝 石 質 岩系 に属し ， か ん ら ん石 玄 武

岩，か ん らん 石 一
普通輝石 玄武岩 また は 安 山岩，し

そ輝石
一

普通輝石 安山岩が 認 め ら れ る と報告 して い

る ．

　 2 ．第 2 期 の 火 山 岩

　富士川層群 の 火 凵」岩 は安山岩が 大部分 で ， 玄 武 岩 ，

デ イサ イ トを伴 う，か ん らん石
一

しそ輝石
一

普通輝

石 安 山 岩，か ん らん 石
一

しそ 輝 石
一

角閃石
一
普 通 輝

石 安 山 岩 ，しそ 輝 石 一
普通輝石 安 Ill岩，角閃石

一
し

そ輝石
一
普通輝石 安山 岩 お よ び か ん らん 石

一
普通 輝

石玄武岩，透輝石
一

しそ輝石
一

普通輝石 玄武岩，し

そ 輝石
一
普通輝石 デ イサ イ トで あ る ．玄武岩は ソ レ

ア イ ト質 ， 安凵」岩 は カ ル クア ル カ リ質 お よび ソ レ ア

イ ト質で あ る．

　浜石 岳累層の 岩石 は 詳 細 は 不 明 で あ る が ，か ん ら

ん 石 一普通輝石 安 山岩，輝石
一
角閃石 安 山岩，角閃

石安 L［1岩 な ど で，玄武岩 は ソ レ ア イ ト質で あ る （松

田，／961，駿 河 湾団研 グル
ープ，1981）．

　富 士 Jil層＃1，浜 石 岱 累層の 火 山岩 中 に，し ば しば

単斜輝 石 一
角閃石 斑 れ い 岩 ゼ ノ リ ス が 含まれ る．

　 白浜層群 の 岩石 は デイサ イ ト質 火砕岩 を 主 とす る

が，玄 武岩，安山岩，流紋岩熔岩 を伴 っ て い る．デ

イサ イ トは 角閃 石
一
普通輝石 デ イサ イ ト，角閃石 デ

イサ イ トで ，その 他 の 岩石 は か ん ら ん 石
一
普通輝石

玄武岩
一
安 山 岩，しそ 輝石

一
普通輝石安山岩，黒雲

母流紋岩 で あ る（沢村 ほ か，197  ．

　か ん ら ん 石
一
普通輝石 玄武岩

〜安i！［岩 は ソ レ ア イ

ト質 で あ る が，大 部 分 の 白 浜層群 の 岩 石 は カ ル クア

ル カ リ質 で ある．

　梅木層の岩石 は か ん らん 石
一

しそ輝石
一
普通輝石

安山岩，含石英
一

しそ輝石
一

普通輝石安山岩 で カ ル

クア ル カ リ質 で あ る 〔吉 岡，1981MS ），

　 足 柄層群 の 火霞岩 は ， ソ レ ア イ ト質 の か ん ら ん 石

一
しそ 輝石 安山 岩 ， し そ 輝石安山岩 と カ ル クア ル カ

リ質の か ん らん 石
一

普通輝石安 山 岩，普通輝石
一

し

そ輝石 安 山 岩，
．
瞥通輝石

一
し そ 輝石

一
角閃石 安山 岩，

しそ輝石 一
角閃石 安 山 岩，角閃石 デ イ サ イ トで あ る

（久 野，1951）．

　 3 ，第 3 期 の 火 山岩

　岩渕 火 山 岩 の 岩 石 は ソ レ ア イ ト質 の か ん ら ん 石
一

普 通 輝石 玄 武 岩，し そ 輝 石
一

普通輝石 安 山 岩 と カ ル

クア ル カ リ質 の しそ輝石
一

普通輝石安山岩，しそ輝
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SIOt

　　　 第 2 図 　Na20 十 K30 − SiOe 図

a 　 大 黒 丸 ：丹 沢 山地 （島津
・楠 田，／980）．小 黒 丸 ：

御 坂 山 地 （島津 ほ か
，
1976 ）お よび 櫛 形 山地 ．月見 嬌 付

近（石丸，1979MS ）の ピ ジ ォ ン 輝石質岩系．小白丸

　 ：櫛形 山 地
・月 見橋 付 近 の し そ 輝石 質 岩 系 ，白 丸た

　て バ … ：高 草 山 火 山岩（b
’
　lll，1976，杉 山ほ か ，1982）．

　白丸横バ ー ：當士 ll［上 流 の ア ル カ リ岩 （石 丸 1979

　MS ）．

　実線は 下 か ら，低 ア ル カ リソ レ ア イ ト系 と 高ア ル カ

　リ ソ レ ア イ ト系，アル カ リ岩 と 非 ア ル カ リ岩，ア ル

　カ リ岩 と強 ア ル カ リ塩 基性 岩 の 境 界 （KUNO，1966，

　牛来，1973）．Icお よ びGp は ア イ ス ラ ン ドお よび ガ

　ラ パ ゴ ス の ソ レ ア イ ト系 の 分 化 傾向 （Carmichael

　et．　a！．，　1974），

b　黒丸 お よ び 白 丸は そ れ ぞ れ 富 士 川 層群 の 火 山岩中

　の ピ ジ オ ン 輝 石 質 岩系 ，しそ 輝石 質 岩 系 の 岩 石 （島

　輩匡｝まカ
・，　1983）．

c 　 小 黒 丸 お よび 小 白丸は そ れ ぞ れ箱根 火 山 の ピ ジ オ

　ン 輝 石 質 岩 系．しそ輝石 質岩系の 岩石 ．大 半 黒 丸 ；

宇佐見火 山の 岩石 、大白丸 ；富士 火 山 の 岩石 ．二 重

　丸 ：岩渕 火 山 岩．

点 線は 深海性 ソ レ ア イ トの 範 閲 〔Shibata　 L・t．祕，
　工979 ）．

石 角閃石 安 山岩 で ある（赤松，1979MS ）．岩脈中に は

角閃石 メ ガ ク リ ス トを 含 む ．

　宇佐 見火山 の 岩石 は 普通輝石玄武岩，か ん ら ん 石

一
し そ輝石

一
普通輝石 安山 岩，し そ輝石 一普通輝石

安山 岩 で，大部分 ソ レ ア イ ト質 で ある が，最上部 の か

ん ら ん 石
一

しそ 輝 石 一
普通輝 石 安 山 岩 が カ ル クア ル

カ リ質 で あ る（吉岡 ， 1982MS ）．

　 II．化学成分

　Na20 十 K20 − SiOz，　 K20 −Sio ，，　 MFA 図 に 各期

の 火 山岩 の 全岩化学成 分 を示 した （第 2
，
3

，
4 図）．

鏡 下 で， 久野 （1953）の 区分 に従い ピ ジ オ ン 輝 石 質

岩系，しそ 輝 石 質 岩系 に 区分 した もの を区別 して 図

示 した 。化学成分 は 新第
．：孫己の もの は H20 を除い て

再 計算 した 値 で あ る ．

　Na20 十 K20 − Sio2図 （第 2 図 a ）Eで は，第 1 期の

火 山 岩 の 中 で，丹沢 山地 の もの は 島津 ・楠田 （1980）

が 示 した よ うに，低 ア ル カ リソ レ アイ ト，高ア ル ミ

ナ 玄 武岩系列 に 属す る ，御坂 ・巨摩山 地 の もの も同

様で あ る が，SiO255 ％以上 の もの は低 ア ル カ リ ソ レ

ア イ ト系列 に 属 す る もの が 多い ．こ の 図 に は 高草 山

付近 の ア ル カ リ岩，富士 川 上，中流 の ア ル カ リ岩 も

示 した。

　 第 2 期 の tt
“
士 Jll中流 の 火［【1岩（第 2 図 b）は，ソ レ ア

イ ト系列 と カ ル ク ア ル カ リ系列 の もの が あ る が ，
い

ずれ も低 ア ル カ リ ソ レ ア イ ト系列 と 高 ア ル ミナ玄武

岩系列 の 境界付近 に プ ロ ッ トさ れるもの が 多く，両

系列 の 岩石は同源 の もの と考 え られ る （島津ほ か，

1983）．

　 第 3 期 の 火山岩 は分析値 が 少 な く，第 4 期 の 火山

岩（第四紀 火 山）と
一

緒 に 示 した （第 2 図 c）． 伊豆大

島 の もの は 典型的な低 ア ル カ
1
）ソ レ ア イ ト系列，富

士 火 Lllの もの は 高 ア ル ミ ナ 玄 武 岩系列 と そ の 分 化 物，

箱根 火 山 の 中で ソ レ ア イ ト系列 の もの は低 ア ル カ リ

ソ レ ア イ ト系列 に 属す る（倉沢 ・道野，1976 な ど ）．

　 宇佐見火山の もの は 鏡下 で 大部分 が ピ ジ オ ン 輝石

質岩系 に 属す る が，分析 f直（小 野，1962）か らは 低 ア

ル カ リ ソ レ ア イ ト系列 に 当 る ．岩渕 火 山岩は 2 ケ の

分 析値 だ け で あるが，高 ア ル ミナ玄武岩系列 と低 ア

ル カ リ ソ レ ア イ ト系列 に 当 る ，

　 第 2 図 a に は ア イス ラ ン ド（CARMICHAE］．　et　 al．，

1964 ），ガラパ ゴ ス （McBIRNEY 　 and 　 W ［LLIAptls，1969）

の ソ レ ア イ トの 分 化 径 路 を示 し た ．ま た ， 第 2 図 c

に 淵 鮒
・
ソ レ ア イ トの 成分範囲（SHIB、XTA 　et 　 al．，

1979 ） を 示 した ，

　 それ ら を比較す る と， 第 1 期 の 火 山岩 は 火 山島，

海嶺 の もの と異な り，島弧の ゾ レ ア イ トの 傾 向 に
一・

致 して い る ．そして，低 ア ル カ リ ソ レ ア イ ト系列 の
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もの が 多い の は 東北 本州 弧 の 中新 世 前，中期 の 火 1［1

岩 と異な る点 で あ る ．

　第 2 図 a に ア ル カ リ岩 と非 ア ル カ リ岩 の 境界（KL／NO ，

1966）お よび 強 ア ル カ Il塩基性岩 との 境 界（牛来 1973）

を示 した ．そ れ に よる と，高草 山 の 火 山岩は ア ル カ

リ玄 武 岩
一
粗面玄武岩

一
粗面安山岩

一
粗面岩 の 系列

で，ア ル カ リ量 は 多い が，強ア ル カ リ岩の 領域 の も

の は そ の
一

部 で あ る ，一
方，富 士 川上，中流の ア ル

カ リ岩 は NaEO ＋ KuO が よ り少 な く，両者 は 明 らか

に 異 っ て い る．
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医 鑾蜜セ
輯 ン 暫

一
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 SK箆

　 　 　 　 　 第 3 図 K20 − SiO2 図

FeO ＋

Nα20 ＋ K20 Mgo

凡例 は 第 2 図 に 嗣 じ．

A の 実 線は
．
ドか ら，低 カ リ安 山岩 と 中間 カ リ安

．山岩．

中間 カ リ
．
安
．
山 岩 と 高 カ リ安 山岩 の 境 界 を外挿 した 線 ．

　 　 　 　 　 　 　 第 4 図 　MFA 図

大 黒 丸 ： 丹沢 山 地 の 火 山 岩．小 黒 丸 ：御 坂 ，櫛 形 lrl地

の 火 山岩 ．大 白丸 ：富士 川 層群 の 火 山 岩．

　　　　 第 2 表　毛 な 火山 岩 の 化 学 成 分
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　K20 − Sio2 図 （第 3 図）で も同様 の 傾 向 を示 す．

　GILL （1981） の 低 カ リ，中間カ リ安山 岩の 境 界 線
＊

は，伊 豆 ・
箱根地 域の 低 ア ル カ リ ソ レ ア イ ト系列 と

高 ア ル ミナ 玄 武 岩系列 の K20 − Sio2 図上 で の 境 界

線 とほ ぼ一致 して い る ．した が っ て 伊 豆 ・箱 根 地 域

の 安 山岩 の 多くは 低 カ リ安 山岩で あ る が ， 丹沢 ， 御

坂 ，櫛形 山 地 の 火 山 岩 （第 3 図 a ）お よび富 Wl ［谷 の

も の （第 3 図 b） は 低 カ リ、中間 カ リの 2 つ の 領域 に

ま た が っ て い る．

　深海性 ソ レ ア イ トとは SiO25296 以 下 で は 区別が

で きな い が ，結島 分 化 の 程 度 が 全 く違 っ て い る （第

2
，

3 図 c ）．ア イ ス ラ ン ド島 ，
ガ ラ パ ゴ ス 諸島 の ソ

レ ア イ ト系列 の 火 山 岩 の 分 化傾向 と比 べ る とK ・ O 量

が 火 山 島の 火 山岩の 場合 は 分化 に 伴 い 著 し く増加 す

る 点 が 異 っ て い る ．
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D、7e3 噌　 　O．7DS 引

　　　 ：ヂwfc層群，愛 111層群．　8 − 15 ：富士 ）ll層群 ．

16，17 ：岩 渕 火 山岩 類．T ：ソ レ ア イ ト系．　 LT ；低

ア ル カ リソ レ ア イ ト系．HA ：高ア ル ミ ナ 玄武岩．　 C

A ： カ ル クア ル カ i）岩系．（分 析者　楠 田隆）

　MFA 図（第 4 図）で は 丹 沢 山地 の 火 山 岩 は FeO
＊

が 濃集する傾向 を示 す が，御 坂，櫛 形山地，富 士 川

谷 の 火 山岩 は 大部分伊 豆 ・箱根 地 域 の し そ 輝 石 質 岩

系 の 領域 に プ ロ ッ トさ れ る．富 士 川層群 の 火 山 岩 は

常G ［LL （1981 ）の 区分 は SiO252 ％〜63％ の 間 で な さ れ て い る

が ，こ の 境 界線 は そ れ を外挿 した もの で あ る．
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す で に 指摘 した ように，ピ ジ オ ン 輝石 を含 む もの も

しそ輝石 質岩系 の 領 域 に プ ロ ッ トさ れ る が ，こ れ は

マ フ ィ ッ ク 鉱物斑 晶 の 量 の 影響 と 考え られ る （島津 ほ

カ・，　1983 ）．

　櫛形山層群 の 岩石 は 丹 沢層群 の もの よ り MgO 側

に プ ロ ッ ト さ れ る ．

　丹 沢 ， 愛川 層群 ， 富士 川 層群，岩渕 火山岩 の 岩石

の 微量元素 を原子吸光法 で 分析 しだ が ， そ の 結 果 を

第 2 表 に 示 した ．
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サ ・
マ グナ の こ れ ら の 岩 石 を通 じて ソ レ ア イ ト系列

の 岩石 と カ ル ク ア ル カ リ 岩系列 の 岩 石 は 区別 で きな

い ，そ して こ の 傾 向は岩手 火 山 の ソ レ ア イ ト系列の

岩石 と 良 く似 て い る （石 Jilほ か ，1982）．磁 鉄鉱 の 分

離が よ くあ ら わ れ る と され て い る V の 場 合 も似 た傾

向 を示 す．

　丹沢，愛 川層群 の 火 山岩 の RbfSr は 0．OOI − O．05

で ，伊 豆 大島（倉沢，1979）や 岩手 火 1【i （石 ｝1【ほ か ，

1982）の 低 ア ル カ リ ソ レ ア イ ト系列の 岩石 と似 て い

る （第 6 図）．
一

方 ， 富十 川層群 お よび 岩渕 火 山岩 で

は，Sr の 量 は それ らよ りや や 多い が ，　 Rb が さ らに

多く，異 っ た成分範囲を示す ．こ れ は よ く分 化が 進

み Rb が 残液 に 濃 集 した こ と を示 す．そ の 範囲 は 天 城

火 由 の 岩 石 の そ れ とほ ぼ 等 し い ，

蒸／／脳
／

む2二
　 　 「　　 2　　　4 　 6 　　JO　　 20 　　 40 　6e 　 亅OO 　 200 　 4イ〕O 　　　leOO

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Rb
叩

m

　 　 　 　 　 　 第 6 図　　Sr − Rb 図

TA ：丹 沢層群，愛 川層群 の 火 山岩．　 Fu ：富士 川 層群 の

火 II1岩 お よ び岩 渕 火 山岩 ，工w ：岩 乎 火 aiの ソ レ ア イ ト

系 （！iJr1ほ か，1982 ）．　 LT ：伊 豆 大 島の 低 ア ル カ リ ソ レ

ア イ ト（倉 沢，／979）．

　 　 　 　 　 　 8 　 　 　 6 　 　 　 4 　 　 　 2　 　 　 0

　　　　　　　　　　　 MgO 　 wt ％

　　　　　　 第 5 図 Ni− MgO 図

黒 丸 ：丹 沢 層群，愛 川 層群 の 火 山 岩，白丸 ：富士 川 層

群 の 火 IJ．1岩．　 Aby ：深 海性 ソ レ ア イ ト．Ic ：アイス ラン

ドの ソ レ ア イ ト系 ．IW ：岩 手 火 山の ソ レ ア イ ト系 （石

］［［ほ か ，
1982）．S ：佐渡 の 火 山岩 ．　　　　　

．

　 Ni− MgO 図 （第 5 図 ）で は MgO の 多い 丹 沢層群 の 岩

石 は Ni が 多い が ，深海性 ソ レ ア イ ト， ア イス ラ ン

ドの ソ レ ア イ トよ り少 な い ．MgO の 減少 に 伴 い Ni

量が 減少す るが，そ の 傾向 は 丹 沢，愛川層群と富士

111層群 の 岩石 は 似 た 傾向 を示 して い る．南部 7 オ ッ

　 87Sr ／　86　9．　r 値 は 第 2 表 に 示 し た が ，愛川層群 の ソ

レ ア イ ト，富士 川層群 の ソ レ ア イ ト，カ ル ク ア ル カ

リ岩，岩渕 火 山岩 と も 0．70318〜O．70375 の 範囲で ，

富士，箱根，伊 tr一地域 の 第四紀 火 山（倉沢，1979），

す な わ ち，伊 豆 ・小笠 原弧 の 火 山 岩 の 値 と変 りが な

い ．富
．
七川 層群 の 火 山 岩 の 値 は 同 じ時代 の 北部 フ ォ

ッ サ ・マ グナ の 米 山 火 山岩 （SHUT。，1974），海川火

山岩（周藤 ほ か ，1978 ）の 値（O ．7038 −−O ．7042 ）よ りや

や 小 さ い ，

　上述 の 全岩化学成分，微量成分，Sr同位体比は，

時代は 異 る が 丹 沢 III地 ， 富士 川谷 ， 岩 渕 地 域 の 火 山

岩が 共通 した 特徴 を持 ち，島弧 の ソ レ アイ トおよび

その 分化物 で あ る こ と を示 し て い る ．そ れ は ま た，
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伊豆 ・小笠原弧 の 第四紀 火山 と も共通 して い る ．深

海性 ソ レ ア イ トは もち ろ ん，海 洋島 の ソ レ ア イ ト系

列 の 火 山岩 と も異 っ て い る ．

　 それ に 対 し，南部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ の 南西部 に 分

布す る 高草 山 の ア ル カ リ岩 は 海洋島 の ア ル カ リ岩 と

類 似 し，富十 川 上流 の もの と は 異 っ て い る ．

　 III　 火 山岩 の 地域的変 化

　 第 1 期 の 火 山岩の 地 域的変 化（伊豆 半島を除 く）は，

丹沢 山地 全域，御坂山地南半部 は ソ レ ア イ ト系列，

御 坂 山 地 北半 ，
巨 摩 山 地 は ソ レ ア イ ト系 列 と カ ル ク

ア ル カ リ岩列 で ， 東西 乃向 の 帯状 配列 が 認 め られ

る．そ し て，大部分 の 地域 で は 高 ア ル ミナ玄武岩系

列 の もの が 主 で あ る の に 対 し，丹沢 山 地 に は 低 ア ル

カ リ ソ レ ア イ ト系 列 の もの が 多い と い う地 域的 な 違

い が あ る．

　 一一
男 ，富 十 川 谷，御 坂山 地 の 西部，高草山 な ど，

南部フ ォ ッ サ ・
マ グナ の 西側地域 に の み ア ル カ リ岩

が 現 わ れ て お り ， 南北 方向 の 帯状配列 とみ な さ れ る ．

　 第2 期 の 火 山岩 の 分布 は 富 ．L一川谷 に 限 られ て い る

の で 地 域 的変化 が 議論 で きない ，しか し，富 士 川谷

に 沿 い 斑 れ い 岩 ゼ ノ リス の 産出 が 認め ら れ，火 Li！岩

の 岩石 学的件質 の 共通性 とともに，北部 フ ォ ッ サ ・

マ グナ の こ の 時期 の 火 山岩 との 共 通性 が 認 め ら れ る ．

　 第四紀 の 火 山 岩 の 帯 状 配 列 に つ い て は，伊 豆 ・
小

笠弧の 方向 に ， 東 か ら低 ア ル カ リ ソ レ ア イ ト系 列，

高 ア ル カ リ ソ レ ア イ ト系 列，ア ル カ リ系列の 川貞に 変

化 して い る こ とが 明 らか に され て い る（倉沢 ・道野、

1976な ど ）．

本州弧 と伊豆 ・小笠原会合部 に 関わ る 二
，

三 の 問題

　 1 ．グ リ ン タ フ 変動時代 の 伊 豆 ・小 笠 原 弧

　 グ リ ン タ フ 変動 の 時代 （2Ma 以前）の 両弧 の 関係

に つ い て考察 して み る．

　 a ．丹沢，御 坂，巨摩山 地 と伊豆半島 の 地質学的

関係 は，中間に 第 四 紀 火 山が 広 く分布 して い て 十 分

明 ら か に で きない が ，両者 の 間 に 分布する箱根 火 山

の 基 盤 の 早 川 凝 灰角礫岩 は 足柄層群 の 下部 に，また

白 浜層群 に 近 い もの と 考えられ て い る （久野，1952 ）．

また，足柄層群中の 礫 はす ぐ北側 の 丹沢 山 地 の 火 山

岩の 礫 を 含 ん で い る ．こ の こ とは 丹沢 山地 と伊 豆 半

島 が
一

連 の もの で 切離 せ な い もの で あ る こ と を示 す．

な お ，MA’
rsuDA （1978）は 伊 豆 半島を 南部 フ ォ ッ サ ・

マ グ ナ に 含 め て い な い ．

　 b ．伊 夏 半 島の 南に 連 な る伊 豆 ・
小 笠 原弧 は ，最

近 で は
“

孀掃岩構造線
”

を境 に して 北 と南に 二 分 さ

れ て い る（湯浅，1983）．伊豆 ・小笠原弧 の 北部 は，

東 か ら 小 笠 原 海 溝，前 弧 基盤隆起帯，新黒 瀬海嶺，

背弧 凹 地，背弧海 丘帯，西七 島海嶺 と配列 し て い る ．

その 巾は本州弧 に 近 く，背弧海丘 帯は 広範 な 島弧火

成活動 の 名残 りで ，東北本州弧 の 状態 に 似 た もの か

もしれな い と述 べ ら れ て い る （上 田 ほ か ，1983）．

　
一

方 、銭州，藺難波島 に新第三 紀火山岩が 分布す

る こ とは，す で に一．色 〔1980）に よ り報告 さ れ て い る

が 、新 黒 瀬 堆 に も存 在 し，少 な く と も孀婦岩構造線

か ら北 に は 中新世 火 山岩 が 広 く分布 して い る 可能 性

が あ る（第 7 図）．

　伊豆 ・小笠原弧南部 か らマ リア ナ弧 に か け て は，

始新 世 の ボ ニ ナイト（〜42Ma ）が ，父島，聟島お よび

海溝 の 西側の 小 笠 原海嶺に 産 し， 島弧 火 山活勤 が 始

新 世 に 始 ま る と さ れ て い る ．しか し，現 在まで の 所，

北部 で は み い だ され て い な い ．お そ らく，伊豆 ・小

笠原弧 の 骨組 は 四 国 海 盆 の 形 成（27
− ・15Ma ）後 の も

の と考 え ら れ ， グ リ ン タ フ 変動 の 時代 に 形成 さ れ た

もの で あろ ヴ．

　 d ．高草 山 の ア ル カ リ岩を 除 く丹沢 ・御 坂 ・巨摩

山 地 お よ び 伊 豆 半 島 の 新 第三 紀 火 山岩 は 島弧的 な性

格 を持 っ て い る。

　 e ．丹沢
・
御 坂 ・巨摩山 地 の 断裂 の 方 向 は 本州弧

に 平行な NE − SW な い しNEE − SWW で，伊豆半 島，

新 島
一

銭州な ど の 方向 とほ ぼ 平行 で あ る ．地 背斜 の

軸 も同様 な方向 を示 す．

　 東北本州弧 で は 弧 の 伸 び の 方向は NS ない し NN

E ・− SSW で，そ の 中の 火山 活動 を誘起 し た 断裂 の

方向，そ れ に 規 制 さ れ た 堆 積 盆地 の 方 向は ，そ れ に

斜交す る NNW − SSE の 雁行 配列 で ある．丹沢
・

御坂 ・巨摩 山地 も伊 豆 ・
小笠原弧内 で の 同様な雁行

配列 の 1 つ と し て と ら え られ る．そ して ，第 1 期 の

活 動 が bimoda1で あ る こ とか ら，初期 の 断裂 は 張 力

裂 か と考え られる．

　 上 に あ げ た こ とか らは，丹沢 ・御坂 ・巨摩 山地お

よ び 伊 豆 半 島 は 東北本州 弧 と 共 通性 を持つ 伊豆 ・小

笠 原弧 の
一

部 に 当 り，前者 は そ の 北端 に 当 る こ と が

示 さ れ る．

　 II　伊 豆 ・小笠原弧 と本州 弧の 関係

　 古第三 紀 まで の 本州 弧 の 帯状構造 をみ る と，それ

まで に す で に本州 弧 の 折 れ 曲 りが 形 成 さ れ て い た と

考 え ら れ る．伊 豆 ・
小笠 原弧は新第三 紀 初 め に 古第

三 紀 まで の 基 盤の 上 に ，基盤構造 に 直交 して 発生 し

た と考え ら れ る ．しか し， 新 第三 紀 の 東北 本 州 弧 と
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so

＋ 9

¶0

　匯］・［2］tt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　嬲 ・［Z］t・

　　　　　　　　　　　　　第 7 図　西 部 フ ォ ッ サ
・

マ グナ 周 辺 地 質 図

ユ．．第 四 紀 火 山，2 ．中部更新統，3 ．下部 更新 統 ，4 ．鮮新統 ，
5 ．中新 統 ，6 ．古第三 系 （瀬 戸 JI［統 ），

7 ．中，古 生 界，8 ．三 波 川
・
領 家 変 成 岩，9 ，第 三 紀 花 崗 岩 類 ，

10．確 認 お よび 予想 さ れ る中新 統 火山 岩
類，Il．断 層，12，推定断層

伊 豆 ・小 笠 原 弧北部 の 違 い は ， 前者で は 完全 に 陸化

し た 基 盤 の 中 に 新 第三 紀 の （海成 の ）堆積盆 地 が新 た

に 発生 し た の に 対 し，後者 で は 古第 三 系 と新 第三 系

の 関係 は不整合で は あ る が ，海 成堆積盆地 は継承 さ

れ て 沈 降 が 進行 して い た こ とで あ る．

　本州 弧 と伊豆 ・
小 笠原弧 の 現在 の 配 置 をみ る と，

伊豆 ・
小笠原弧 ， とくに 西縁部の か な りの 北 方 へ の

進 入 を認 め ざ る を得 な い 関係 とな っ て い る，こ の 進

入 が MATsuD ，x （1978）の 俘｝豆 地 塊 の 衝 突（5 〜3Ma ）
の 時期 に 起 っ た の か もしれな い が，それ 以前に 進入

（衝突）が 終 っ て い た 可能性 も大 きい ．何故 な ら，富

士 川谷の トラ フ 状 の 堆積盆 地 が 漸 次 南方 へ 移 動 した

こ とか らみ る と，鮮新 世 の 初 め の チ ャ ン ネル の 形成

前に 丹沢 ， 御 坂 山地 は 現位置近 くに あ っ た と考え ら

れ る か ら で ある．桂川谷 の 構造 は こ の 進入 （衝 突）の

あらわれか も しれ ない ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

246

島　津 光 　夫

　 伊 豆 ・小笠 原 弧 の 進 入 した と思 わ れ る部分 を戻 し

て み る と，東北本州弧 との 関係は大陸側 に 凸 に 折れ

曲っ た関係に な る．

　 新 第三紀初 め に 東北本州弧 は大陸縁辺部 に 形成 さ

れ た ．伊 豆 ・小 笠 原弧 南 部 も 基 盤 の 情報 が 少 な く覧

背弧海盆 が 大 きく発達 して い るが ，やは り同時代 に

大陸縁 に 形成 され た もの で は なか ろ うか ．そ し て 形

成 当時 の 両弧 の 位 置関係 は MATSUDA （1978） と 同様

に 基 本 的 に は 現 在 と変 りが な か っ た よ うに 思 わ れ る．

しか し，

一
方 ，

M ，XTSUD ，x （1978）の よ うに 中新 世 中期

に 伊 豆 半島が 500　km南方 に あ っ た と考える必要 が な

い と考えられ る こ とは 前 に述 べ た ．こ の よ うな 議論

は 地質学的資料 か らの 話 で ， 三 重点 の 安定性 を考え

て，四国海盆 の 形成，各 プ レ
ー

トの 運動 を求 め る と

論理的に は 伊豆地 塊 の 北進 と い う結論 もで て くる で

あ ろ うし ， UED．A　and 　BEN− AvRAHAM （1972＞ の 伊 豆

・小 笠 原 弧 の 九州 一パ ラ オ 海 嶺 付 近 か ら の 東 進 もで

て くる で あ ろ う．

　 il正．2Ma 後 の 南部 フ ォ ッ サ ・
マ グナ

　 2Ma 以後 ， 火 山活動 の 上 で は 第 3期 あた りの 南部

フ ォ ッ サ ・マ グナ お よ び その 周 辺 は それ以前 と は か

な リ異 っ た様相 を呈 して い る．

　房総，三 浦半島か ら 足柄 山地 に 及 ぶ 中
一

深海性 の

海 ， 中伊豆 の や や 深 い 海な どが，隆起地塊 の 丹沢，

御坂 山地 と伊 豆 半島の 間 に 生 じて い る．

　 MATs ［JI）A （1978）は こ の 時期 に伊豆 地 塊 が 30〜5〔｝km

北進，衝突 し，南部 フ ォ ッ サ
・

マ グナ の 摺 曲帯が 形

成 さ れ た と考 え た ．地質学的 に 証 明 で き る摺 曲形成

の 最 後 の 時期 は，浜 石 岳累層〜足柄層群堆積後，鷺

ノ 田 礫層堆積前，ほ ぼ 1．8Ma前後 と な る ．褶 曲形成

が 短縮だ け とは 考えが た い が，1．8Ma 前後 に 何 らか

の 事件が あ っ た ように 思 わ れ る ．

　 中伊 tt一地方 の 横 山層 は 分布 も狭 く，
ゆ る く北 に 傾

斜 して い るが ，神繩 断層の 南側 の 足柄層群上部 は，

NS 走 向 で，西 に 急斜 して い る ．神繩断層は フ ィ リ

ッ ピ ン 海 プ レ
ー

トとア ジ ア プ レ ートの 境 界 と して 注

目され て い るが ， 東西 に延 び る 深海 に 堆積 し，そ の

後急斜 した 足柄層群分布地 は確か に 地質構造上 の
一一

つ 境界で あ る よ うに 思 わ れ る。しか し，伊 豆 ・
小笠

原弧 の 進 入 は 上述 の ように よ り古 い 時期 に 始 ま っ た

と考 えられ， こ れ が 主要な 境界 と は 考え が た い ．

　 1．8Ma 前後 の 時期 とい うの は，また，最近 の
“
日

本海東縁 一
フ ォ ッ サ ・

マ グナ変動帯
”

の 発生 した 時

＊ 先新 第三 系 と思わ れ る もの は ドレ ッ ジ され た 緑泥石
一

自雲

母 片岩位 で あ る（YLTASA，　 et 　 ai ．，1981）．

期（1 〜2Ma ）に もあ た る （中村，1983な ど）．

　現在 の 測地学的、地球物理学的資料 も，人 に よ っ

て 方向 に 多少 の 違 い は あ る が ， 南東 か ら 北西方向 へ

の 圧 縮 が あっ た こ と を示 して い る．こ れ は 2Ma 以

後 の 運動 の 現 在 の あ ら わ れ で あ ろ う，しか し，2Ma

以後 の 南 部 7 オ ッ サ ・
マ グナ の 運動像 は 最近 の 仮説

を組 み 入 れ る と違 っ た もの に なるか もしれ な い ．

　 なお，第 2 期 （5 〜2Ma ） の 富士川谷 の 火 山 岩 の

性格 が 北部 フ ォ ッ サ ・
マ グナ 西 部 の そ れ と 共通性 の

あ る こ とを指摘 し た が ， 第 1 期 の NE − SW 方向 の

断裂 に 伴 っ た玄 武岩 を主 とした 火 山活動 か ら ， NS

方向 で 南北 フ ォ ッ サ ・
マ グナ に 共通 した 安 山岩 の 活

動 へ の 転換 を考え る と，フ ォ ッ サ ・
マ グナ を横断 し

た 形 の 何 らか の 深部 の 運動 が 5Ma に すで に始 まっ て

い た こ とを示 して い るか もしれない ．

　第 4 期 の 火 山 活動 は富士 火 出帯と して 伊 豆 ・
小笠

原海嶺 （七 島一一硫 黄島海嶺）．に 連 な る が，湯 浅 ・．玉 木

（1982）に よれ ば 孀婦岩 まで は低 ア ル カ リソ レ ア イ 1・

系列 で，東側 の 箱根
一

伊 豆 大島の 列 の 延 長 で あ り，

同 じテ ク トニ クス の 場 で 活動 した こ とを示 して い る．
一

方 、西 側 の 列 は，新島 で 終 っ て い る ．

　第四紀 の 火 山 フ ロ ン トば 東側 の 列を連 ね た もの で

あ る こ とは 問題 が な い ．中新世 の 火山 フ ロ ン トをど

こ に ひ くか は 問題 で あ る が，東北本州弧 の 場合 と同

様 に 扱 い ，噴 出の 中心 の 最 も太乎側 を連 ね た 線 とす

れ ば，M ，x：・stlDA （1978）が 示 して い る よ うに第四紀 の

火 山 フ ロ ン トよ りや や 東側 に ほ ぼ 平行 して ひ け る こ

とに なる．

　　　　　　　 ま　　 と　　 め

1 ，南部 フ ォ ッ サ ・
マ グナ の 新 生代 火山 活動は大 き

　く次 の 4 つ の 活動時期 に わ け ら れ る ．

　第1 期 （24〜5Ma ），第 2 期 （5 〜2Ma ），

　第 3 期 （2 − O．5Ma ），第4 期 （0．5Ma 〜
現在）．

2　 第 1 期 の 丹 沢，御坂．巨摩山地 お よび 伊豆半島

の 火山活動 は 浅海 で，南西部 の 高草山 の ア ル カ リ

　岩 の 活動 は 中〜深 海 で 起 っ た と有孔虫か ら推定 さ

　れる，第 2 期 の 富士 川谷 の 火 山活動 は トラ フ 状 堆

積 盆 の テ ラ ス また は 側壁 で 生 じた こ とが，有 孔 虫，

堆積相 か ら推定さ れ る ．第 3 期 の 岩渕 火由岩は扇

状 地 堆積物 の 上 に 噴 出 した ．第 4 期 は 陸上 火 山の

　活動で あ る．

3 ．深成作用 は 次 の 4 つ の 時期 に わ け られ る ．

　1 ）中新世 中〜後 期 （甲府 花崗閃緑岩体 ）， 2 ）中

新世 後期 （丹沢 トナ
ー

ル 岩体 な ど〉， 3 ）鮮新世 〔佐
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南部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ 地 域 の 新生代火 成作用 と島弧会合問題

　野 川 斑 れ い 岩体 な ど，　 4 ＞更新
．
世前〜中期（矢倉

岳 石 英 閃 緑岩体 ），　 火 由 活動 に 直接 関連す る もの

　 は 3 ）で あ る．

4 ．丹沢，御 坂 ，巨 摩 山 地 の 初期 の 火 山岩は ソ レ ア

　イ ト質玄 武 岩 一玄武岩質安 山岩 とデイサ イ トで，

bimoda1 で あ る ，後期 に は カ ル クア ル カ リ安山 岩

　を伴 な う．高草 山火山岩は 粗 面 玄 武岩 ， 粗 面安山

　岩，粗面 岩 で ， 富 士 川谷 の ア ル カ リか ん らん 石玄

　武岩 よ 1）ア ル カ リに 富む．富士川谷 の 火山岩，岩

　渕 火 山岩 は カ ル クア ル カ リ安 山 岩 が 主 で ， ソ レ ア

　イ ト質玄 武 岩，安 山 岩 を伴 う ．伊豆半 島の 火 tll

　岩 は 第 1 〜3 期 と もカ ル ク ア ル カ リ安 山岩 が 主 で ，

　デ イ サ イ ト，玄武岩 を伴 う．

　　高草 山 の ア ル カ リ岩 は 海 山，海洋島 の 火 山 岩 の

性格を持つ が ， 南部フ ォ ッ サ ・マ グナ の 大 部分 の

　火 山岩 は 島弧 の ソ レ ア イ トお よび その 分化物 と考

　 え られ る ．

5 ．南部 フ t ッ サ ・
マ グナ は 本州弧 と伊豆 ・小笠原

弧 の会合部に 当 る ，松田 （1978）は鮮新世 に 南方 か

　ら移動 して きた 伊 豆 地塊 が 本州弧 に 衝突 した と そ

　の テ ク トニ ク ス を説 明 した ．伊豆 半 島を含め た 南

部 フ ォ ッ サ ・マ グ ナ は 嬬婦岩線 か ら北 の 伊豆 ・小

　笠 原 弧北部 の 北端 部 に 当 る．伊豆 ・小笠 原弧北部

　は 東北本州弧 と同様に グリン タ フ 変動 の 時代 に 発生

　し，ス ケ
ー

ル ，帯状 配 列 も 類 似 して い る と考 え ら

　れ る．地 質学的資料 か ら は 伊豆 地 塊 を切 り離 さ ず，

伊豆
・
小笠原弧が 鮮新世 以 前に 本州 弧 に 進 入 （衝

　突 ）し た と考 え られ る．
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